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これまで性的マイノリティの方を対象としていた「岡山市パートナーシップ宣誓制度」（令和２年

７月導入）を、異性パートナーも対象とする制度へと拡充します。これにより、様々な理由で法律

上の婚姻関係を選ばない方にも寄り添う形を目指します。 

 

１ 内 容 

1. 制度の対象の拡大 

これまでは、性的マイノリティの方しかパートナーシップ宣誓を行うことができませんでし

た。拡充後は、性的マイノリティの方だけでなく、「異性パートナー（事実婚）」の方を含め

た、全てのパートナーの方にパートナーシップ宣誓を行っていただけます。 

 

2. パートナーの子への配慮 

宣誓時に交付するパートナーシップ宣誓書受領証明カードに、パートナーの１５歳未満の

子を自らの子として扱われたいと希望される場合に、サービス提供者に対し配慮を求め

る文言を追加 

 

２ 実施時期 

令和６年9月1日施行 

 

３ その他 

詳細は別紙にてご確認ください。 

 

 

 

 

 

岡山市パートナーシップ宣誓制度を 

拡充します 

【問い合わせ先】 
岡山市人権推進課 加藤・池本 直通086-803-1070 内線3926 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（表） （裏） 

パートナーシップ宣誓書受領証明カード 

パートナーシップ宣誓制度の拡充のポイント 

●これまでは性的マイノリティの方しか、パートナーシップ宣誓をすることが

できませんでした。拡充後は、性的マイノリティの方だけでなく、事実婚の

方など、全てのパートナーの方に、パートナーシップ宣誓をしていただくこ

とができます。 

 

 

●証明カードの裏面に、法的な権利・義務関係は生じるものではないが, 

「お二人がパートナーの 15 歳未満の子を自らの子として扱われたいと希望 

 される場合は、ご配慮くださいますようお願いします。」の文言を追記 


